
 

 

第７回舞鶴赤れんが中学生体重別柔道大会要項 

 

 

１ 主  催   舞鶴柔道連盟 

 

２ 後  援   京都府柔道連盟、舞鶴市教育委員会、舞鶴市スポーツ協会、京都新聞

社 

 

３ 協  力 京都府立西舞鶴高等学校柔道部ＯＢ会  松ヶ崎柔道教室  

西舞鶴柔道教室  京都舞鶴柔道クラブ 

 

４ 日  時   令和６年１１月２４日（日）  

午前８時３０分 開場・受付  １０時００分試合開始  

 

５ 会  場   舞鶴文化公園体育館 柔道場 

             舞鶴市上安久 420   ℡0773-77-1850 

 

６ 出場資格   ・中学校１～３年生（令和６年度全日本柔道連盟に登録している者） 

         ・個人情報（氏名、所属団体等）を試合結果、パンフレット、Web 上

にて使用する事に同意するもの（試合の申し込みをされた時点で同

意したものとみなす） 

          

７ 試合形式   

【男子の部】 

 ◎体重別個人トーナメント戦 

①－50Kg 級（50Kg以下）       ④－66Kg 級（60Kg 超ｴﾙ 66Kg 以下）  

②－55Kg 級（50Kg超ｴﾙ 55Kg 以下） ⑤－73Kg 級（66Kg 超ｴﾙ 73Kg 以下） 

③－60Kg 級（55Kg超ｴﾙ 60Kg 以下） ⑥＋73Kg 級（73Kg 超ｴﾙ） 

 

 

【女子の部】 

 ◎体重別個人トーナメント戦 

①－52Kg 級（52Kg以下） 

②＋52Kg 級（52Kg超ｴﾙ） 

注 1；組み合わせは、主催者において決定します。     

注 2；申し込み人数によって、リーグ戦にて行います。 



 

 

８ 大会規定   国際柔道連盟試合審判規定（少年大会特別規定）を適用する。 

         試合時間は、３分間とする。 

 判定基準は、技あり以上、指導差１以上とし、差がない場合は GS を２

分間行う。 

 それでも得点が同じ場合は僅差判定で勝敗を決す。 

 

９ 表  彰   各階級 1 位～３位の入賞者に表彰状及び副賞を授与する。 

 （３位決定戦は行わない） 

         各クラスの表彰は、順次行う。 

  

 青木賞………出場選手の中から選考委員会により１名選出し、   

  表彰します。                      

 

10 申込み 

（１）郵送での申し込みは同封の用紙に、必要事項を必ず記入し申込みしてくだ

さい。 

       〒624-0909 

        京都府舞鶴市天台新町 65  大田 正夫 宛 

        TEL 090-9613-0055 

 

（２）Webでの申込みは舞鶴柔道連盟ホームページの「第７回赤れんが

中学生体重別柔道大会」より申込書をダウンロードし、下記

のメールアドレス宛に申し込んでください。 

 メールアドレス masa-128.de-229@au.com 

 

※必ず封筒表もしくはメールの題名に「赤れんが大会申込書在中」とご記入ください。 

※１０月１日より郵便料金が変更となり、ご迷惑をおかけしますがご了承、ご注意のほど

よろしくお願いいたします。 

※各団体より１名の審判員のご協力をお願いいたします。 

11  締め切り日  １０月２７日（金）期限厳守 

 

12 参加料 ・１名につき５００円 

 ・振込のみの受付とし、当日支払いはできません。 

 ・当日欠席、計量失格の場合の返金はいたしませんのでご了承下さい。 

 

mailto:masa-128.de-229@au.com


 

 

13 計 量    ８:４０ ～ ９：２０ の時間内に済ませてください。 

                     

14 保険・応急手当  主催者は、大会中の傷害に対する傷害保険に加入し、負傷者に対

して応急手当を施すがそれ以外の責任は負わない。 

 

15 備 考  ・脳震盪対応について選手及び指導者は下記事項を遵守すること。 

 

 (ｱ)大会前 1 ヶ月以内に脳震盪を受傷した者は脳神経外科の診察を

 受け出場の許可を得ること。 

 

 (ｲ)大会中に脳震盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは

不可とする。なお、至急専門医の診察及び検査を受けること。 

 

 (ｳ)練習再開に関しては、脳神経外科の診察を受け許可を得ること。 

 

 (ｴ)当該選手の指導者は必要に応じて大会事務局及び関係機関(柔道連盟

等)に対し、書面により事故報告書を提出すること。 

 

       ・皮膚真菌症（トンズランス感染症）について 

 発症の有無を各所属の責任において必ず確認すること。感染が疑わしい、

もしくは感染が判明した選手については、迅速に医療機関に置いて的確な

治療を行うこと。もし、選手に皮膚真菌症の感染が発覚した場合は、大会

への出場を禁止する。ただし、２週間以内の治療証明書がある場合は、出

場を認めます。 

 

・健康管理について 

出場選手及び指導者、引率者にあっては、普段から体温や呼吸器症状等

（咳、咽頭痛、鼻水、鼻詰まり、くしゃみなどや頭痛、腹痛・下痢等の症

状）の有無の記録を行い、健康管理に努めてください。出場選手の体温が

37 度以上の方は大会参加を控えていただきますようにお願いします。詳

細については、京都府柔道連盟公式ページ（ホームページ大会情報）の

「京都府柔道連盟が主催する各種大会等における新型コロナウイルス感染

症の対応について」及び「感染症の対応について新型コロナウイルス感染

症対策と柔道練習・試合再開の指針(Version 7)」をご覧ください。 

 

 



 

 

16 その他 (1)出場選手に不正が発覚した場合、その選手は出場を取り消します。 

 (2)９：３０より開会式を行いますので、選手は会場役員の指示に従い整列

をお願いします。  

 (3)申し込み選手の変更及び当日参加は認めません。但し計量失格の選手に

ついては、該当の階級に欠場者があれば出場を認めます。複数の場合は

抽選で出場者を決定します。 

 (4) 小学生は参加資格がありません。 

 (5)各自ゴミはお持ち帰りください。 

 

お 願 い 

 本大会は、身体的にも、精神的にも発育・発達途上の中学校生徒の大会であ

ることを常に念頭においていただき、特に危険防止について考慮してください。 

 また礼法を正しく行われることはもとより、姿勢・組み方についてもご配慮、

ご指導をよろしくお願いします。 

 

舞鶴柔道連盟ＨＰ 

 


